	I.O.O
	Ａ.O.M
	G.O.M

	
	
	


　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成18年　１１月　２８日　（火）
司会者　清川　真澄　　　　記録者　本川　沙織
	小向
	西山
	上野
	阿部
	松沢
	本川
	濱谷
	松川
	清川
	玉木
	中野
	

	　　
	
	　　
	
	
	　
	
	
	　　
	　　
	　　　
	

	会議
	深夜
	公休
	欠勤
	深夜
	○
	　年休
	休憩
	○
	準夜
	公休

	小杉
	浦田
	佐々木
	山地
	赤坂
	板橋
	及川
	荒木田
	鈴木
	川上
	神代
	

	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　　
	　
	　
	　
	　

	公休
	公休
	準夜
	病欠
	CD留守
	病欠
	公休
	公休
	公休
	準夜
	公休

	仲村
	上口
	諏訪
	森崎
	福士
	前田
	相間野
	小嶋
	
	
	
	

	　　　　　　　

CD留守
	学校
	業務
	A留守
	深夜
	学校
	CD留守
	○
	
	
	
	


 出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞

・看護グループ内伝達講習が１２月７日・８日の１７:３０～１８:３０にあります。テーマは
「勤務時間内に書ける記録のテクニック」です。講師は東病棟グループ北城NS・南病棟グループ上野NSです。
・１２月４日、内部監査があります。特にカルテのフローシート・入浴日のチェック、非難口付近の整備をしっかり行いましょう。
・SSTを実施する際は、必ず看護師・准看護師の資格者１名は実施メンバーに入っているようにしましょう。また、心理士と介護者というような組み合わせも実施できないこととなっていますので、周知して下さい。
・高橋　康満様～１１月３０日に老眼鏡を購入の為、医事室へ４万円通帳から引き落としてもらうよう依頼しました。当日でかける前に医事室からお金と保険証を受け取り、帰院後、保険証・残金と領収書を一緒に医事室に渡して下さい。

・朱夏さんより、１階の風呂蛇口についてですが、蛇口を取り替えないと直せないとの事です。

＜臨時薬処方患者様＞

・三浦　トシ様～昨日午後より３７℃～３８℃台の発熱あります。主治医報告し、抗生物質製剤と感冒薬が３×1で３日分（11/27夕～11/30昼）臨時処方となっています。咳嗽・鼻汁等の風邪症状や発熱の状態に注意して観察していきましょう。また、鉄化合物製剤と止血剤が７日分（11/28夕～12/5昼）臨時処方となっています。両下肢の浮腫については止血剤の副作用の疑いがあり、３Tから２Tに減薬となっています。引き続き貧血症状・顔色・大腸ポリープからの出血の有無を観察をしていきましょう。
・松浦　佐恵子様～両足背の浮腫持続している為、利尿剤が1×朝７日分（11/29朝～12/5朝）臨時継続処方となっています。引き続き、浮腫の状態・尿量について観察し、立ち歩きが多い場合は休んでいただき、臥床時は下肢挙上しましょう。

・中村　松五郎様～両足背浮腫持続しており、２×朝･昼７日分（11/28昼～12/5朝）臨時処方となっています。引き続き、浮腫の状態観察をしましょう。また、臥床を促すときは自力でほとんど体動できない方ですので、踵部等に褥瘡ができないように体位交換を行いましょう。
・笹山　吉郎様～カリウム値が改善されてきていますが、まだ安定しないとのことでカリウム補助剤が３×1で７日分（11/29朝～12/5夕）臨時継続処方となっています。四肢脱力等の症状に注意して観察していきましょう。歩行時のふらつきある為、歩行時はスタッフが付き添う・ふらつきが強い場合は車椅子使用して、事故のない様にしましょう。
・橋本　万様～両足背の浮腫持続しており、利尿剤が２×朝・昼７日分（11/29朝～12/5昼）臨時継続処方となっています。浮腫の状態観察を行い、座位が続いているときは安静促し下肢挙上していきましょう。下肢挙上に強い拒否がありますが、必要性を説明して行っていきましょう。
・松浦　佐恵子様～糖尿病のため低血糖時の予測指示１４日分（11/29～12/12）継続です。
・吉田　寿雄様～糖尿病のため低血糖時の予測指示１４日分（11/29～12/12）継続です。

・三浦　トシ様～糖尿病のため低血糖時の予測指示１４日分（11/29～12/12）継続です。
・森　エツ様～腸閉塞の後遺症から消化不良のため、低血糖になる可能性があることから
　　　　　　低血糖時の予測指示１４日分（11/29～12/12）継続です。
・水梨　正一様～夜間の徘徊、不眠傾向あり右大腿骨折部の安静保持できない為、催眠鎮静剤と精神神経用剤が1×就床前３日分（11/28～11/30）臨時処方となっています。睡眠状態・徘徊状態・大腿骨折部の疼痛の有無を観察していきましょう。

＜定期薬変更患者様＞
・山内　公博様～臥床がちで活気のなさ見られるため、就床前薬に精神神経用剤1T追加となっています。こまめに訪室して声をかけ、訴えを傾聴しましょう。プログラムにも出来る限り参加していただき、気分転換していただきましょう。
・三浦　トシ様～糖尿病患者様ですが、血糖値が安定した為糖尿病用剤止めとなっています。高血糖症状に注意して観察していきましょう。
・谷内　愛子様～精神神経用剤増薬・もう1種類の精神神経用剤は減薬となっています。引き続き、身体のビリビリ感の訴えの有無や夜間の睡眠状態、余暇の過ごし方の観察を行いましょう。また、他者とのトラブルに注意して介入しましょう。ビリビリ感訴え時には、薬を増やしたり変えたりして様子をみている事を伝えましょう。
・小山　正好様～コレステロール高値の為、高脂血症用剤が追加となっています。空腹を強く訴える方ですが、補食は控えていただきましょう。空腹感でスタッフオフィス内へ侵入しようとしたり、床に落ちているゴミや、他患者様がトイレに置いたオムツ等を異食する可能性があるので、スタッフオフィスの施錠徹底・環境整備を徹底して行きましょう。
・森越　義夫様～精神安定してきていることから、精神神経用剤減薬となっています。引き続き精神状態・睡眠状態の観察をしていきましょう。
＜口腔ケア評価・検討＞

●Ａユニット

・永洞　恭子様～声掛けにて丁寧に行うこと出来ています。声掛けを行わないと自ら行わない方なので、Ａユニットへ付くスタッフは各食後に忘れずに声掛けを行っていきましょう。現在、自室の洗面台にて行っていますが、洗面台と車椅子の幅が合わず、洗面台を傷つけてしまう可能性がありますので、ホールの洗面台を使用する事としています。時々、拒否的となる事がありますが、引き続き説明していきましょう。

・森越　義夫様～口腔内の食物残渣は見られなくなったが舌苔がまだ見られています。口腔内の確認に対し拒否が見られるので、服薬時等口腔内を見る機会に確認し、出来ていない部分を伝え促して行きましょう。

・長根　斑男様～義歯の汚れが目立っています。口腔ケアを促していき終了後は確認をするようにしましょう。

●Ｂユニット

・橋本　万様～自力で行うこと出来ているが、口腔内に磨き残しが見られています。終了後、食事に付いたスタッフは残渣の有無や磨き方の確認していきましょう。

・峰田　満男様～歯磨きは各食後拒否無く行えていますが、コップを口まで運べずにいることがあります。本人の状態を見ながら介入していきましょう。又、嚥下状態の低下も見られるのでアイスマッサージや頬マッサージを食前に行っていきましょう。

・上村　木一様～歯ブラシをきちんと歯に当て磨くこと出来ていますが、まだ磨き残しが見られています。舌苔も見られているので介助に付いたスタッフは舌苔の確認も行っていきましょう。時折、歯ブラシを紛失させてしまう事があるのでスタッフ管理を確実にしましょう。

・三浦　一男様～舌苔軽減しています。口腔ケアに対しての拒否は見られない為、引き続き、アイスマッサージ・口腔ケアを行っていきましょう。

・荒谷　正毅様～口腔ケア促しに対し拒否ないが、雑さが見られています。本人に任せるのではなくスタッフも付き添い確認していきましょう。歯ブラシも時折ポケットに入れたままであるので、きちんと回収してこちらで管理しましょう。

・吉田　壽雄様～口腔ケアの声掛けしますが、拒否的な様子見られています。引き続きスタッフでの声掛けを行っていきましょう。

●Ｃユニット

・笹山　吉郎様～歩行状態の不安定さ見られている為、移動の際はスタッフが付き添うようにしましょう。口腔ケア時は洗面所前に椅子を用意する又は膿盆を使用するなどなどし、本人が安全に口腔ケアを行える環境を作っていきましょう。

・河村　勝男様～口臭がひどく舌苔も見られています。口腔ケア時はスタッフが付き添い磨き方など観察していきましょう。又歯ブラシを持っていき、なくしてしまうことがあるので終了後は歯ブラシを預かるようにしましょう。

・小山　正好様～口腔ケアに対し自力で行っているものの、残渣物が多く見られています。スタッフが付き添い、磨き方の観察を行い、出来ていない部分は介入するようにしましょう。又、拒否時はスタッフ数名で対応するなどしていきましょう。

· Dユニット

・田中　清様～食事や歯磨きなどの動作に時間を要しています。自力で行って頂くも、口腔内の残渣物多く見られています。声掛けだけではなく、終了後口腔内の確認、必要時介入していくようにしましょう。又、食事中のむせこみも見られるので、アイスマッサージや食後の寒天摂取を促していきましょう。

・市橋　ひで様～口腔ケアに対しての拒否見られています。患者様の状態を見ながら複数のスタッフで対応していきましょう。定期的に舌苔の除去も行っていきましょう。

・北山　和子様～舌苔見られています。定期的に除去していきましょう。又拒否強く介助困難な為、口腔ケア時は複数のスタッフで対応していきましょう。

・鳥谷部　國光様～歯ブラシを噛む行為継続しています。複数のスタッフで患者様の状態を見ながら行いましょう。

・村井　八郎様～口腔ケアに対して拒否見られています。スタッフが代わると行う時があるので拒否時は時間を置き、スタッフを変えて対応していきましょう。　

